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  特定非営利活動法人 全国検定振興機構 

 

検定試験の第三者評価 【公式版】総括評価 評価結果 

１．対象検定試験 日本漢字能力検定 

２．実施運営団体 公益財団法人 日本漢字能力検定協会 

３．評価結果  第三者評価【公式版】総括評価に合格し認証する 

４．評価有効期間 2023 年 3 月まで有効とする 

５．評価講評 

●大項目Ⅰ 検定試験の実施主体に関する事項 

検定試験の目的は HP 等に明確に示されている。各部門の職務分掌が明確に規定され

事務処理体制、危機管理体制、内部チェック体制が整っており、継続的・安定的に検

定を実施する組織・体制が確立されている。財務経理状況は内部監査室による内部監

査が行われ、監事監査、外部監査を受け、HP 等に適切に公開されている。個人情報

保護方針の公開、P マーク認証の取得により厳正な個人情報保護対応がなされてい

る。 

上記の評価を基に、下記の実績を評価して 5 点加点とした。 

① 事務処理体制、危機管理体制、内部チェック体制が整備され、検定事業実施体と

して適切な組織・体制が確立されている。（２点） 

② P マークの認証を取得し、厳正な個人情報管理を行っている。（３点） 

●大項目Ⅱ 検定試験の実施に関する事項 

検定の内容は受検者が自己に適した級を適切に受検できるように HP 等で分かりやす

く説明されている。障害のある受検者への対応方針が具体的に HP 等に公開され、障

害のある受検者が公平に受検できるよう配慮されている。作問・審査体制、試験実

施、会場運営等は適切に整備され、検定試験が適正に運用されている。 

 

上記の評価を基に、下記の実績を評価し 2 点加点とした。 

障害のある受検者への対応方針が詳細に定められ、障害の区分や程度等級に応じ

た特別措置（試験環境や問題等）が準備されており、障害のある受検者が公平に

受検できるよう配慮されている。（2 点） 

●大項目Ⅲ 検定試験の試験問題に関する事項 

試験問題は学習指導要領に準拠し、受検者の総合理解を測定できるように設計されて

いる。各級の採点基準・合格基準は明確に定められ、HP やパンフレット等に明示さ

れている。試験実施後に受検結果の分析を行い、設問の妥当性や難易度が検証され、

改善がはかられている。CBT はタブレットに専用のタッチペンで書き込む方式であ

り、答案用紙に手書きする方式との差異がないように工夫されている。 



 

2 

 

  特定非営利活動法人 全国検定振興機構 

 

●大項目Ⅳ 継続的な学習支援・検定試験の活用促進 

試験問題及び標準解答 HP 等に全級公開され、過去問題集として出版されている。検

定結果通知に合否結果だけでなく領域ごとの正答率や今後の学習指針を記載されるな

ど、受検者の継続的な学習の参考となる情報が提供されている。獲得した資格活用の

参考となるよう、学校での活用状況や企業における活用状況が HP 等で公開されてい

る。 

 

６．評価得点 

大項目 満点 得点 得点率 

Ⅰ 検定試験の実施主体に関する事項 27 27 100% 

Ⅱ 検定試験の実施に関する事項 56 56 100% 

Ⅲ 検定試験の試験問題に関する事項 19 19 100% 

Ⅳ 継続的な学習支援・検定試験の活用促進 12 12 100% 

合  計 114 114  100% 

加  点   7  

総 合 計 114 121 106% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


